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「
変
身
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
子
供
た
ち
」

「
変
身
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
子
供
た
ち
」

久
米
島
の
人
口
・
世
帯
数
（
2019

年
9
月
末
現
在
）

男
：４
,１
５
２
人
　
世
帯
数
：３
,９
９
６
世
帯

女
：３
,６
４
５
人
 　
計
：７
,７
９
７
人 2019.12.2

№
70



（平成３０年３月定例会から平成３０年１２月定例会の留意事項）

喜
久
村  

等 

議 

員（
平
成
30
年
６
月
定
例
会
）

指
摘

�

長
期
不
登
校
の
児
童
、
生
徒
に
つ
い
て

そ
れ
ら
の
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

対
策

�

長
期
の
不
登
校
生
徒
が
で
た
場
合
に
は
、
学
校
、

福
祉
課
、
教
育
委
員
会
の
関
係
者
等
で
組
織
す

る
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
状
況
の
共
有
と
対

策
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

盛
本　
實 

議 

員（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

指
摘

�
人
材
育
成
に
つ
い
て

人
材
育
成
の
目
的
で
、
沖
縄
県
や
内
閣
府
、
東

京
事
務
所
等
々
に
、
毎
年
実
務
研 

修
と
し
て
派

遣
し
て
い
る
が
、
民
間
人
を
対
象
と
し
た
人
材

育
成
に
取
り
組
む
計
画
は
な
い
か
。

対
策

�

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
人
材
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
度
か
ら
沖

縄
離
島
活
性
化
事
業
を
活
用
し
、
町
内
企
業
を

担
う
中
核
人
材
の
育
成
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー
や

研
修
会
を
開
催
し
た
。

平
良  

弘
光 

議 

員（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

指
摘

�

役
場
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
が
多
様
化
し
、
職
員
の
負
担
が
増
え

て
い
る
、
業
務
の
集
約
化
を
図
れ
な
い
か
。

継
続

�

現
在
、
効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
体
制
と
す
る

た
め
、
行
政
組
織
機
構
改
革
検
討
委
員
会
を
設

け
組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
関
係
業
務
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
集
約
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

吉
永　
浩 

議 

員（
平
成
30
年
9
月
定
例
会
）

指
摘

�

久
米
島
町
の
働
く
・
雇
用
す
る
を
応
援
す

る
し
く
み
の
必
要
性
に
つ
い
て

雇
用
関
係
助
成
金
が
活
用
し
に
く
い
環
境
に
あ

る
が
、
対
策
は
あ
る
か
。

継
続

�

雇
用
関
係
助
成
金
は
、制
度
の
活
用
の
際
し
様
々

な
要
件
が
あ
る
。
島
内
事
業
者
の
抱
え
る
課
題

や
阻
害
要
因
を
模
索
し
、
商
工
会
と
連
携
し
環

境
改
善
に
取
り
組
む
。
又
、
無
料
職
業
紹
介
所

の
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
経
て

助
成
金
の
取
り
扱
い
で
き
る
環
境
構
築
に
取
り

組
む
。

赤
嶺  

秀
德 

議 

員（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

指
摘

�

横
領
事
件
に
つ
い
て

横
領
事
件
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

（
1
）刑
事
事
件
の
状
況

（
2
）民
事
事
件
の
状
況

対
策
（
1
）�平
成
30
年
12
月
17
日
に
懲
役
3
年
の
実
刑

判
決
。

　
　
　
（
2
）�平
成
30
年
6
月
30
日
に
、
合
計
金
額

４
千
４
百
21
万
5
千
1
9
8
円
の
損
害
賠

償
訴
状
提
出
。
平
成
31
年
2
月
12
日
に
被

告
は
訴
状
を
認
諾
し
た
。

仲
村  

昌
慧 

議 

員（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

指
摘

�

船
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て

フ
ェ
リ
ー
の
片
道
運
賃
割
引
は
還
付
方
式
だ

が
、
切
符
購
入
時
に
割
引
で
き
る
方
法
が
取
れ

な
い
か
。

対
策

�

購
入
時
で
の
割
引
が
行
え
れ
ば
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
資
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
事
業
者

負
担
を
伴
う
事
か
ら
購
入
時
で
の
割
引
に
つ
い

て
は
厳
し
い
で
す
が
、
還
付
方
式
の
改
善
策
と

し
て
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
仲
里
庁
舎
で
も
手

続
き
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

喜
久
里  

猛 

議 

員（
平
成
30
年
3
月
定
例
会
）

指
摘

�

久
米
島
西
中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

町
立
中
学
校
で
、
制
服
の
値
段
の
差
は
な
い
か
。

あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
見
直
す
必
要
は

な
い
か
。

対
策

�
制
服
の
値
段
は
、
西
中
学
校
が
男
子
６
、８
０
０

円
女
子
９
、３
５
０
円
高
く
、
制
服
に
つ
き
ま
し

て
は
、
開
校
準
備
委
員
会
で
決
定
し
て
お
り
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
学
校
で
生
徒
、
保
護
者
の

意
見
を
も
と
に
決
定
す
べ
き
、
平
成
30
年
３
月

に
、
西
中
学
校
の
校
長
と「
制
服
代
の
見
直
し

の
必
要
性
」に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
保
護

者
用
学
校
評
価
に
お
い
て
、
問
題
に
挙
が
っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
、
あ
え
て
見
直
し
す
る
予
定

は
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

棚
原  

哲
也 

議 

員（
平
成
30
年
6
月
定
例
会
）

指
摘

�

町
有
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

仲
里
漁
港（
真
泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
）の
利
活
用
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

対
策

�

現
在
、
久
米
島
漁
協
、
民
間
事
業
所
及
び
役
場

の
備
品
仮
置
き
に
使
用
。
今
後
は
、
海
洋
深
層

水
研
究
所
で
植
物
工
場
の
実
験
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
が
水
産
養
殖
と
植
物
栽
培
を
セ
ッ
ト
に

し
た
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
と
い
う
生
産
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
い
旨
の
借
用
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

玉
城  

安
雄 

議 

員（
平
成
30
年
3
月
定
例
会
）

指
摘

�

平
成
30
年
度
施
政
方
針
か
ら
生
活
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て

農
道
や
道
路
認
定
の
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
、
各

字
か
ら
の
整
備
要
請
や
、
指
定
区
域
外
の
下
水

道
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

継
続

�

農
業
農
村
整
備
事
業
総
合
計
画
は
、
平
成
30
年

度
に
発
注
し
、
県
と
協
議
中
。
年
度
毎
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
新
規
事
業
の
採
択
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
村  

達
明 

議 

員（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

指
摘

�

道
路
整
備（
マ
ン
ド
ウ
原
）

真
謝
マ
ン
ド
ウ
原
整
備
に
つ
い
て
は
、
何
度
か

質
問
し
た
が
、
実
現
に
は
程
遠
い
状
況
だ
が
、

こ
の
道
路
は
お
墓
の
進
入
路
と
し
て
大
変
意
義

深
い
場
所
な
の
だ
が
、
町
は
農
道
と
し
て
の
費

用
対
効
果
の
答
弁
だ
け
だ
が
、
お
墓
の
問
題
は

注
視
し
な
い
の
か
。

継
続

�

マ
ン
ド
ウ
原
の
整
備
に
は
、
整
備
費
が
高
額
に

な
る
こ
と
か
ら
町
単
独
事
業
に
よ
る
整
備
が
厳

し
い
。
道
路
の
浸
食
等
に
よ
り
お
墓
参
り
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
当
面
は
補
修
に
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
探
し
ま
す
。

饒
平
名 

智
弘 

議 

員（
平
成
30
年
9
月
定
例
会
）

指
摘

�

真
泊
の
バ
ス
停
に
つ
い
て

字
真
泊
の
バ
ス
停
の
進
捗
状
況
は

継
続

�

当
該
バ
ス
停
は
、
用
地
関
係
者
と
面
談
し
、
事

業
費
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
が
実
施
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
県
担
当
課
へ
も
要
望
し
て
い

る
。

追 跡　あの一般質問はどうなった？
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�スイートフーズ久米島。という紅芋の加工工場が出来た事は素晴らしい。町も、
株主になっている様ですが、町の名前なのか、個人の名前なのか。加工場の定款
や加工場が出来るまでの流れ（事業を行う上で、町にある産地協議会等での検討、
話し合いを持ち、町民への話し合い等、段階を踏み行ったのか？）全議員は、全
てを把握しているのか ?!
　又、島の農産物加工場でもある、スィートフーズ久米島について、当時の事業
担当者も役員になっている事に、町長をはじめ、全議員は、不信に思わなかった
のか？！（町民からは、農産物を扱う、JA が入っていないのもおかしい！又、こ
の加工場は、行政職員の天下り先を、事業でつくった！という話も聞こえる！）
　芋加工場に加え、元行政職員が関わっている。山羊組合の２件に関しては、議
員全員が把握している事を、再度町民に説明する必要があるのではないでしょう
か。借地料は、町とスィートフーズ久米島のどちらが支払いしているのか？

議員定数も減らしてもいいのでは ?!（町の人口に関係なく、やる気のある人に議
員になって欲しい。）

回 答 �11 月改選後、新しい議員で議員定数調査特別委員会を立ち上げて検討していき
たい。

少子高齢という事で福祉面での強化推進はされているが、中間増の「若者」のた
めのスポーツ振興が低下していると思いませんか？若い人たちがほったらかしに
なっていませんか？

回 答 �若者が活躍できる場を推進して、取り組んで行く。

議会への意見箱をもうけてほしい。

回 答 �設置する。

回 答 スイートフーズについて
　株主については、久米島町名義である。株主総会も町長が出席しています。産
地協議会での説明については議会として把握していないが、議会に工場建設工事
が上程される前に執行部に何度か説明を求めそれぞれの経緯については把握して
いるものと考えます。役員についても町民から指摘があり説明を求めたところ退
職後の法人登録であり法的に問題はなく、また事業に精通した職員がいることも
運営上有効であるとの説明を受け議決に至っています。借地料については久米島
スイートフーズから徴収し地主に支払っています。

回 答 ヤギ組合について
　ヤギ牧場については平成 26 年から事業運営していますが、ヤギ農家や飼養頭
数も徐々に増えていますが、現在はヤギ舎の環境が悪く伸び悩んでいる状況と聞
きます。今後議会としても運営面も含め、飼養環境等も注視していく考えです。
両事業とも町民から指摘も受けていますので、注視しながら取り組んで参ります。

平成30・令和元年度
議会報告会・意見交換会アンケートより

※その他の意見に関しましては、貴重なご意見として承ります。

質 問

質 問

質 問

質 問

くめじま議会だより № 70
2019（令和 元）年 12 月 2 日3
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寄付金
1億3,351万円

商工費
2億0,003万円

消防費
3億3,466万円
衛生費

3億5,116万円

土木費
7億5,527万円

教育費
6億2,021万円

農林水産業費
9億9,498万円 公債費

7億9,533万円

民生費
14億1,749万円

区　　分

金　　額

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 実質収支額

76億6,948万円 74億2,459万円 2億4,488万円 4,782万円 1億9,706万円 

総務費
18億6,756万円

議会費
8,303万円

災害復旧費
480万円

町債
4億8,729万円

町税
6億8,545万円

その他
7億6,716万円

地方交付税
32億4,123万円

国庫支出金
7億2857万円

県支出金
13億4,267万円

入ってきたお金
76億6,948万円

使ったお金
74億2,459万円

繰入金
2億8,357万円

令和元年９月定例会（第８回）で３０年度一般会計、特別会計（４会計）決算が全会一致で認定されました。

歳入:76億円　　歳出：74億円　　1億円黒字決算

平成30年度 一般会計 決算認定

※千円以下切り捨

※千円以下切り捨

翌年度へ
繰り越すべき財源

（繰越明許費繰越額） 

実質収支に関する調書

4

平成 30 年度決算審査
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一
般
会
計
一
般
会
計

問
　

公
民
館
の
修
繕
費
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
に
厨
房
修
繕
、
30
年
度

は
外
壁
修
理
、
2
カ
年
に
ま
た
が
っ
て
修

繕
す
る
こ
と
は
公
平
で
は
な
い
の
で
は
。

答
　
屋
根
の
ひ
さ
し
の
剥
離
が
ひ
ど

く
相
当
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、
応
急
的
に
修
繕
を
や
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
今
後
多

く
な
っ
て
く
る
と
見
込
ん
で
い
る
の

で
、
ル
ー
ル
作
り
を
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
検
討
し
て
、
公
平
に
で
き
る
よ
う

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

問
　
久
米
島
空
港
の
駐
車
場
か
ら
収

入
を
得
る
事
に
つ
い
て
、
県
に
相

談
し
て
検
討
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

の
か
。
町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
　

駐
車
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
空
港
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
で
、
徴
収
に
つ
い
て

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
現
在
、

徴
収
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
仮

に
徴
収
す
る
と
し
た
場
合
、
県
条
例
を

改
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
で

は
以
前
に
無
人
の
機
械
を
設
置
し
て
駐

車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
費
用
対
効
果
を
考
え
て
、
断

念
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
暫
く
は
現
状
の
ま
ま
、
レ

ン
タ
カ
ー
の
事
業
者
と
も
あ
る
程
度
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
、
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
成
年
後
見
人
申
立
費
用
、
後
見

人
に
関
わ
る
報
酬
の
説
明
を
。

答
　
成
年
後
見
人
は
身
内
が
い
る
場

合
は
、
身
内
が
家
庭
裁
判
所
へ
申

立
て
し
ま
す
が
、
身
寄
り
の
な
い
方
は
、

町
長
申
立
て
と
な
り
、
そ
の
費
用
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
３

件
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
後
見
人
に

付
き
、
そ
の
、
後
見
人
へ
家
庭
裁
判
所

か
ら
定
め
ら
れ
た
報
酬
額
１
人
あ
た
り

月
、
約
１
万
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
特
別
会
計

●
水
道
事
業
会
計

問
　
年
度
末
水
栓
数
、
人
口
は
、
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
1
日

最
大
配
水
量
が
平
成
29
年
度
3
、

１
７
４
㎥
で
、
30
年
度
５
、６
４
８
㎥
、

こ
の
差
の
原
因
は
何
か
。

答
　
平
成
29
年
度
ま
で
は
機
械
が
故

障
し
て
い
て
、
パ
ー
セ
ン
ト
率
を

か
け
て
配
水
量
を
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
に
遠
方
監
視
シ
ス
テ

ム
を
入
れ
て
、
配
水
量
が
適
正
な
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　

未
収
金
は
個
人
か
、
業
者
か
。

ま
た
、
未
収
で
も
そ
の
ま
ま
集
金

し
な
く
て
も
、
水
道
を
出
し
て
い
る
か
。

答
　
個
人
、業
者
両
方
で
す
。
ま
た
、

水
道
を
即
、止
め
る
の
で
は
な
く
、

未
収
金
３
、４
ケ
月
滞
納
し
た
場
合
は
、

「
未
納
金
が
あ
り
ま
す
か
ら
支
払
い
お

願
い
し
ま
す
。」と
通
知
を
２
回
出
し
ま

す
。
そ
し
て
、
３
回
目
に
停
止
文
書
を

出
し
て
、
メ
ー
タ
ー
を
停
止
に
行
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
個
人
で
も
業
者
で
も
同

じ
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

問
　
島
尻
地
区
の
下
水
道
工
事
予
定

は
あ
る
の
か
、
ま
た
工
事
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
い
つ
に
な
る
か
。

答
　

広
域
企
業
、
区
域
外
の
た
め
、

合
併
処
理
場
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
の
認
可
で
の
下
水
道
工
事

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
下
水
道
の
接
続
率
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
。

答
　

全
体
的
に
63
％
、
イ
ー

フ
処
理
区
61
％
、
清
水
処

理
区
67
％
と
な
り
ま
す
。

問
　

町
指
定
の
業
者
は
あ
る

の
か
。

答
　

免
許
保
持
者
の
い
る
業

者
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
、

指
定
店
許
可
書
を
会
社
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
現
在
18
社
登
録

し
て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
会
計

問
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
中
の
、
不
能
欠
損
が

１
５
６
万
８
千
円
あ
る
が
そ
の
説
明

を
。答

　
時
効
成
立
が
32
件
で
１
４
１
万

３
百
円
、
即
時
消
滅
が
４
件
で

15
万
８
千
６
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
所
在
調
査
、
預
金
調
査
な
ど
を
し

て
い
る
が
全
く
掴
め
ず
、
時
効
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
特
別
会
計

問
　
絶
対
数
、
訪
問
看
護
員
が
足
り

な
い
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通
し

は
。答

　
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
公
立

病
院
の
方
が
10
月
1
日
か
ら
介
護

も
含
め
た
訪
問
看
護
を
行
う
と
言
う
と

と
で
す
の
で
、
充
実
し
て
く
る
ん
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

決
算
審
査
報
告

　

決
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
13
人
の
委
員（
議
員
）で
構
成
さ
れ
た
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

9
月
11
日（
水
）、
12
日（
木
）の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
し
ま
し
た
。
審
査
の
中
か
ら
主
な

質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

基  金（資金積立）残  高
基金名 残高

財政調整基金 18億 1388 万円
地域振興基金 10億 5830 万円
減債基金 5962 万円
地域福祉基金 1億 8272 万円
土地開発基金 1億 8184 万円
中山間ふるさと農産活性化基金 1878 万円
庁舎等建設基金 5億 5108 万円
環境保全基金 91万円
国保保険給付準備基金 409 万円
ふるさと納税基金 1億 0102 万円
地域雇用創出基金 0万円
前村幸秀人材育成基金 1億 5716 万円
九条交付金事業基金 0万円
風の帰る森プロジェクト応援基金 1 億 1713 万円
美ら海環境基金 258 万円

▼

�基金とは条例により、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て又は、定額の資金
を運用するために設けられる資金又は財産をいう。基金残高が多い方が貯金が多いといえる。
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9 月定例会で
決まったこと

で
決まったこと

で
決まったこと
令和元年 9月（第 8回）定例会は、9月9
日から27日までの19日間の日程で行われ
ました。
　定例会では、平成 30年度の決算をはじ
め議案 7件、認定 5件、報告 2件、決議
1件を審議し、すべて原案どおり可決・採
択しました。9日・10日の一般質問ではあ
10人が登壇し、活発な審議が行われました。

平 成 3 0 年 度 決 算  
●一般会計決算　　　　　　 ※全員賛成で認定

●国民健康保険特別会計決算

●後期高齢者医療特別会計決算

● 下水道事業特別会計

● 水道事業会計

令 和 元 年 度 補 正 予 算  ※全員賛成

●一般会計補正予算（第２号）

９２億１４６８万円（４億４１９６万円増）

●国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

１０億１１８１万円（６２８０万円増）

●後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

８４５６万円（７３０万円増）

●下水道事業特別会計補正予算（第２号）

２億７２６５万円（３３３万円増）

条 例 の 改 正 、 制 定  ※全員賛成

●町森林環境譲与税基本条例

　　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法
律により、国が定めた譲与基準により算出さ

れた額が、各市町村へ譲与される。本譲与税
は、目的税であることから、他の目的への使用、
不用額の返還等はなく、また、譲与税と事業
計画必要額に関連性はないことから、久米島
町森林環境譲与税基本条例を設置し、その管
理及び処分に関し必要な事項を定める必要が
ある。

請 負 契 約  ※全員賛成

●儀間漁港第１防波堤機能保全対策工事請負契約

◎契約の方法 指名競争入札

◎契約金額 ６７６５万円

◎契約の相手 有限会社　山里土建

●風の帰る森進入道路及び駐車場整備工事請負契約

◎契約の方法 指名競争入札

◎契約金額 ９３５０万円

◎契約の相手 国洋建設株式会社

報 　 　 告
● 平成３０年度久米島町教育委員会の事務に関

する点検・評価報告

● 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及
び資金不足比率の報告

議 員 提 出  ※全員賛成

●県産品優先使用について（要請）
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吉永　浩 議員

吉
永

バ
ー
デ
の
現
状
は
。

町
長

開
館
以
降
、
実
質
的
な
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
る
。
施
設
や

設
備
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
運
営

に
苦
慮
。

吉
永

今
後
の
方
向
性
は
。

町
長

株
式
会
社
オ
ー
ラ
ン
ド
の

経
営
改
善
の
検
討
や
民
間
企
業
へ

の
指
定
管
理
移
管
等
、
検
討
し
て

い
く
。

吉
永

株
主
と
の
話
し
合
い
は
。

町
長

役
員
と
今
後
に
つ
い
て
協

議
中
。
株
主
の
意
見
も
聞
き
総
合

的
に
方
針
を
検
討
。

吉
永

町
長
の
考
え
方
は
。

町
長

早
い
時
期
に
公
費
を
使
わ

ず
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
方
法

を
検
討
。
民
間
の
担
い
手
が
い
れ

ば
、
民
間
企
業
に
さ
せ
た
い
。

吉
永

公
募
に
な
っ
た
場
合
の
選

定
は
。

商
工
観
光
課
長

指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
及
び

町
長
等
が
指
定
す
る
事
項
、
バ
ー

デ
の
設
置
目
的
等
に
沿
っ
て
進
め

る
事
に
な
る
。

吉
永

公
募
は
公
平
に
行
え
る

か
。

町
長

公
平
に
取
扱
う
の
が
本
来

の
筋
。
基
準
を
満
た
せ
ば
、
選
定

委
員
会
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

吉
永

選
定
の
中
立
性
の
担
保

は
。

商
工
観
光
課
長

外
部
委
員
の
調

整
を
す
る
。

吉
永

町
民
に
し
っ
か
り
説
明
で

き
る
様
、
公
平
性
、
中
立
性
、
透

明
性
を
も
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

問
行
政
懇
談
会
は

答

本
年
度
中
に
開
催

吉
永

町
民
は
町
づ
く
り
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
想
い
や
意
見
を
持

っ
て
い
る
。
行
政
懇
談
会
の
開
催

は
。

町
長

本
年
中
に
開
催
で
き
る
よ

う
日
程
調
整
中
。

吉
永

町
民
の
声
を
ど
う
活
か
す

の
か
。

町
長

地
域
が
今
何
を
求
め
て
い

る
か
聞
き
、
今
後
の
町
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
も
反
映
さ
せ
た
い
。

質問と答弁の内容を要約して掲載しています。
※ここでは年号を省略しております。

問

答

バーデハウスの今後

民間にさせたい

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
久
米
島
町
学
校
給
食
の

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
対
応

に
つ
い
て

民間運営させたいと望むバーデハウス

くめじま議会だより № 70
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翁長　学 議員

翁
長

真
我
里
か
ら
比
嘉
の
間
に

未
だ
歩
道
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
。
仲
里
小
学
校
、

球
美
中
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
て
、
安
全
確
保
の
為
に
も
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長

真
我
里
比
嘉
区
間
に
お
け

る
歩
道
未
整
備
箇
所
に
つ
い
て
危

険
が
伴
う
と
こ
ろ
か
ら
、
整
備
に

向
け
た
取
組
を
県
に
求
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

翁
長

こ
の
区
間
は
子
供
達
が
一

番
多
く
通
る
道
で
、
早
目
の
整
備

を
、
ま
た
真
我
里
は
、
一
部
事
業

者
が
利
用
し
て
い
る
が
、
話
は
で

き
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

事
業
者
と
話
を
進
め

て
い
る
。

翁
長

比
嘉
の
歩
道
の
無
い
場
所

は
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長

地
権
者
か
ら
も
協
力
い
た

だ
け
る
意
向
が
確
認
で
き
、
県
に

お
い
て
も
今
年
度
設
計
業
務
を
発

注
し
た
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

翁
長

前
向
き
の
回
答
を
得
て
お

り
、
ぜ
ひ
子
供
達
地
域
の
皆
さ
ん

の
安
全
確
保
の
た
め
整
備
を
も
と

め
る
。

問
廃
プ
ラ
の
回
収

答

事
業
で
導
入

翁
長

現
在
廃
プ
ラ
回
収
が
一
ヶ

月
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町

で
施
設
を
造
り
処
理
で
き
な
い
か
。

町
長

環
境
保
全
課
と
調
整
し
、

次
年
度
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

離
島
廃
棄
物
適
正
処
理
促
進
事
業

で
導
入
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
て

い
る
。

翁
長

以
前
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
回
収
し
て
、
簡
単
に
持
っ
て

い
け
た
。
し
か
し
一
ヶ
月
に
一
回
の

回
収
で
農
家
の
苦
情
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

苦
情
と
言
う
よ

り
毎
日
の
回
収
の
要
望
が
あ
る
。

翁
長

南
北
大
東
村
で
は
、
小
型

の
焼
却
炉
を
導
入
し
て
自
前
で
や

っ
て
い
る
。

環
境
保
全
課
長

本
町
に
お
い
て

産
業
廃
棄
物
、
一
般
廃
棄
物
と
合
わ

せ
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
要
望
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
小
型
焼
却
炉
整
備
実

証
事
業
と
言
う
こ
と
で
、
要
望
書
が

既
に
で
き
て
お
り
、
８
月
23
日
の
委

員
会
で
決
定
し
て
い
て
本
町
か
ら
出

る
。
40
ｔ
か
ら
50
ｔ
位
、
十
分
焼
却

で
き
る
規
模
で
あ
る
。

翁
長

施
設
が
上
手
く
稼
働
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

問

答

歩道整備は

設計業務を発注
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盛本　實 議員

盛
本

本
町
に
は
公
共
施
設
の
建

物
と
イ
ン
フ
ラ
施
設（
町
道
、林
道
、

橋
梁
、
公
園
、
上
下
水
道
等
）が

１
２
９
ケ
所
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
経
年
劣
化
に
よ
り
、
年
々
維

持
管
理
経
費
が
か
さ
ん
で
き
て
い

る
。「
久
米
島
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」に
よ
る
と
、
施
設
の
更

新
投
資
及
び
長
寿
命
化
対
策
で
、

今
後
50
年
間
で
６
６
６
憶
円
の
予

算
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
の
状
況
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
２
０
４
６
年
に
は

財
政
破
綻
に
陥
る
と
の
報
告
が
あ

る
が
、
今
後
町
と
し
て
の
対
策
は
。

町
長

公
共
施
設
の
全
体
を
把
握

し
、
長
期
間
的
な
視
点
に
立
っ
て

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
行

う
た
め「
久
米
島
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」を
策
定
し「
公
共
施

設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」を
立

ち
上
げ
、
維
持
管
理
・
更
新
等
に

係
る
経
費
試
算
を
行
い
財
政
計
画

に
反
映
さ
せ
、
中
長
期
的
な
取
り

組
み
で
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
。

盛
本

公
共
施
設
の
管
理
推
進
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
に
か
か
る

コ
ス
ト
、
将
来
の
財
政
状
況
、
施

設
の
適
正
管
理
は
町
職
員
が
十
分

理
解
し
、
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
将
来
に「
負
の

遺
産
」を
残
さ
な
い
行
政
運
営
を
要

望
す
る
。

問
道
路
整
備
を

答

県
と
調
整
を
図
り

事
業
化
へ

盛
本

字
大
原
及
び
字
北
原
に
位

置
す
る
鳥
島
清
水
線
、
飛
行
場
城

跡
線
は
産
業
基
盤
・
生
活
基
盤
を

支
え
る
極
め
て
重
要
な
道
路
で
あ

る
が
各
々
の
路
線
の
一
部
が
未
整

備
な
た
め
利
用
価
値
が
半
減
し
て

い
る
。
町
長
は
両
路
線
の
必
要
性
、

重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
、
ま
た
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

両
路
線
に
い
て
は
、
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る

為
、
整
備
が
必
要
な
路
線
だ
と
考

え
て
お
り
、
地
権
者
の
意
向
や
相

続
に
関
す
る
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
県
と
調
整
を
図
り

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問

答

公共施設は「負の遺産」か

「 公共施設管理委員会」で
検討

産業・生活基盤作りに必要な重要道路

くめじま議会だより № 70
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棚原　哲也 議員

棚
原

子
育
て
し
や
す
い
島
づ
く
り

を
う
た
っ
て
い
る
が
、
町
が
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

町
長

支
援
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学
童
保
育
施

設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

棚
原

ハ
ー
ド
面
で
ど
う
い
う
事
業

を
行
っ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長

元
の
仲
里
村
改
善
セ
ン

タ
ー
で
公
園
整
備
が
あ
る
。

棚
原

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
打
ち
出
し

て
い
る
と
思
う
が
現
在
待
機
児
童
数
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長

13
名
と
な
っ
て
い
る
。

棚
原

島
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
夢
を
持
っ
て
伸
び
伸
び
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
子
育
て
中

の
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
子
ど
も
を
預

か
る
環
境
で
働
く
方
々
が
気
持
ち
良
く

子
ど
も
と
向
き
合
え
る
よ
う
な
待
遇
の

整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。
行
政
に
は
三

者
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
子
育
て
支

援
を
。

問
自
然
を
大
切
に
残
し

た
開
発
を

答

取
り
組
む

棚
原

手
付
か
ず
の
緑
が
残
っ
て
い

る
地
域
、
干
潟
埋
め
立
て
の
大
規
模
開

発
の
予
定
が
町
と
し
て
な
い
の
か
伺
い

た
い
。

町
長

大
規
模
開
発
、
干
潟
に
つ
い

て
は
青
写
真
を
示
し
将
来
計
画
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

棚
原

久
米
島
は
久
米
島
な
り
の
良

さ
を
活
か
し
た
開
発
を
、
自
然
を
大
切

に
残
し
た
農
業
、
漁
業
、
観
光
の
バ
ラ

ン
ス
が
う
ま
く
取
れ
た
や
り
方
を
。

町
長

常
に
色
ん
な
情
報
を
得
な
が

ら
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
観
光
地
の
安
全
対
策
を

答

設
置
工
作
物
の
検
討

棚
原

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
奥
武
島
の
畳
石
側
面
の
階
段
式
護

岸
に
て
す
り
及
び
安
全
策
を
。

町
長

県
へ
相
談
し
設
置
可
能
な
工

作
物
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問

答

子育てしやすい
環境の整備を

整備に取り組む

10

畳石側面の階段式護岸へ安全策での手すり設置を
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平
良

過
去
の
議
会
等
に
お
い
て

航
空
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
冠
婚
葬

祭
に
特
化
し
た
形
で
の
提
言
は
あ

っ
た
か
。

商
工
観
光
課
長

過
去
の
議
会
に

お
い
て
、
弔
慰
割
引
に
つ
い
て
の

質
問
は
な
い
。

平
良

弔
慰
帰
省
に
つ
い
て
は
予

測
が
で
き
な
い
た
め
、
短
期
的
に

は
大
き
な
負
担
に
な
る
た
め
、
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
長

こ
れ
だ
け
と
い
う
こ
と
は
、

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
案
件
と

考
え
る
。

問
タ
チ
ジ
ャ
ミ
公
園
の

整
備
は

答

県
と
調
整
中
で
あ
る

平
良

過
去
の
一
般
質
問
で
県
と

調
整
を
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

町
長

沖
縄
県
自
然
保
護
課
と
本

町
環
境
保
全
課
で
整
備
に
向
け
て

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
沖
縄
県

と
し
て
は
単
独
事
業
の
た
め
、
予

算
の
範
囲
に
お
い
て
、
実
施
要
件

を
満
た
せ
ば
進
め
た
い
。

問
中
学
校
運
動
場
の

整
備
は

答
検
討
し
て
い
く

平
良

こ
れ
ま
で
、
予
算
要
求
時

に
中
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
に
対

し
て
運
動
場
の
整
備
に
つ
い
て
の

要
望
は
無
か
っ
た
か
。

教
育
長

予
算
要
求
の
前
に
学
校

か
ら
要
望
を
取
る
が
そ
の
中
で
特

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

の
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
良

中
学
校
の
統
廃
合
が
進
み

ソ
フ
ト
面
で
は
計
画
的
に
進
ん
で

き
て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
面
で
の
改

善
計
画
を
早
急
に
作
成
し
そ
の
中

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

教
育
課
長

今
後
、
計
画
を
立
て

な
が
ら
実
現
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
く
。

問

答

航空運賃（弔慰）割引を

高いハードル

平良　弘光 議員

県との整備調整中のタチジャミ公園

整備が必要な球美中学校運動場

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
高
齢
者
の

見
守
り
に
つ
い
て

くめじま議会だより № 70
2019（令和 元）年 12 月 2 日11

町政のここを問う



玉城　安雄 議員

玉
城

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

は
い
つ
ご
ろ
予
定
し
て
い
る
か
。

町
長

今
年
度
基
本
設
計
を
実
施

し
令
和
４
年
開
所
を
目
指
し
て
い

る
。

玉
城

過
去
の
議
会
答
弁
で
は
中

央
保
育
所
か
ら
移
行
す
る
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
方
針
は
。

福
祉
課
長

中
央
保
育
所
、
そ
ら

な
み
保
育
園
同
時
移
行
す
る
こ
と

で
検
討
し
て
い
る
。

玉
城

10
月
か
ら
３
～
５
歳
児
の

保
育
料
無
料
に
伴
い
、
給
食
費
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長

ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
段

階
だ
が
、
現
課
の
ほ
う
で
調
整
し

答
え
を
見
出
し
た
い
。

問
早
め
に
実
施
計
画
を

答

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

で
取
り
組
む

玉
城

実
現
の
た
め
予
算
を
含
め

早
期
に
事
業
計
画
を
立
案
し
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長

観
光
振
興
基
本
計
画
ワ
ー

キ
ン
グ
を
組
織
し
計
画
の
立
案
、

実
施
に
取
り
組
む
。

玉
城

課
題
と
し
て
人
材
の
育

成
、
確
保
が
あ
る
が
取
り
組
み
は
。

商
工
観
光
課
長

観
光
協
会
と
協

力
し
て
行
う
。

町
長

小
学
校
か
ら
観
光
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
文
化
等
の
勉

強
も
必
要
で
、
横
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
。

問
学
校
教
育
の
充
実
を

答

学
力
向
上
、
環
境
整

備
に
取
り
組
む

玉
城

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

各
小
中
学
校
に
学
力
向
上
支
援
員

を
配
置
し
取
り
組
ん
で
い
る
が
今

年
度
の
全
国
調
査
の
結
果
は
。

教
育
長

小
中
学
校
と
も
学
力
向

上
を
推
進
し
た
結
果
全
国
並
み
の

学
力
に
近
づ
い
た
と
考
え
る
。

玉
城

小
中
学
校
と
も
全
国
水
準

に
近
づ
い
て
い
る
が
、
今
年
度
実

施
さ
れ
た
英
語
に
つ
い
て
は
全
国

差
が
あ
る
と
聞
く
、
今
後
の
対
策

は
。

教
育
長

県
と
全
国
の
差
は
あ
る

が
本
町
に
お
い
て
は
県
と
ほ
ぼ
同

じ
数
字
で
あ
る
今
後
の
対
策
と
し

て
指
導
主
事
と
も
相
談
し
な
が
ら

研
修
会
な
ど
も
考
え
て
い
く
。

玉
城

そ
の
他
の
調
査
等
で
も
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
も

学
力
向
上
に
向
け
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

　

球
美
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の
整

備
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
長

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
耐
震
化
も
含
め
た
緊
急
を
要
す

る
事
業
と
の
優
先
順
位
を
付
け
検

討
す
る
。

町
長

状
態
が
悪
い
の
は
認
識
し

て
い
る
、
応
急
的
な
処
置
を
担
当

課
と
話
し
合
う
。

問

答

認定こども園への移行は

令和４年をめどに行う

12

認定こども園へ令和４年度開所予定の中央保育所

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
農
水
産
物
の
島
外
海
上

輸
送
コ
ス
ト
軽
減
に
つ

い
て

くめじま議会だより № 70
2019（令和 元）年 12 月 2 日

町政のここを問う



喜久村　等 議員

喜
久
村

本
町
が
E
M
菌
を
培
養

し
、町
民
が
自
由
に
使
用
で
き
、又
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
計
画
は

な
い
か
。

町
長

E
M
菌
で
町
の
活
性
化
の

計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
E
M
菌
は

各
種
分
野
で
幅
広
く
利
活
用
さ
れ
て

お
り
、
今
後
関
係
課
で
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

か
を
情
報
交
換
し
て
い
く
。

環
境
保
全
課
長

今
後
と
も
調

査
、
精
査
を
し
て
、
町
と
し
て
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

問
本
庄
池
の

今
後
の
計
画
は

答

受
益
地
域
と

調
整
す
る

喜
久
村

本
庄
池
の
工
事
は
完
成

し
た
の
か
。
現
状
に
つ
い
て
又
、

今
後
の
計
画
は
。

町
長

本
庄
池
は
、
県
池
の
た
め
、

た
め
池
等
整
備
事
業
に
よ
り
、
地

す
べ
り
対
策
な
ど
、
防
災
の
観
点

か
ら
堤
体
等
の
本
体
工
事
が
完
了

し
て
お
り
、
今
後
の
利
用
計
画
は
、

今
年
度
、
本
町
が
譲
度
を
受
け
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
町
に
お
い

て
受
益
地
域
と
の
調
整
を
す
る
。

建
設
課
長

久
米
島
町
全
体
の
農

業
基
盤
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、

そ
の
中
で
地
域
の
要
望
等
を
確
認

し
な
が
ら
実
施
す
る
。

問

答

EM 菌で町の活性化を

情報交換をする

受益地域と調整が行われる本庄池

くめじま議会だより № 70
2019（令和 元）年 12 月 2 日13

町政のここを問う



赤嶺　秀德 議員

問

答

バス停の整備は

整備計画を立て取り組む

赤
嶺

28
年
か
ら
現
在
ま
で
の
バ

ス
停
の
整
備
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長

表
示
板
一
ヶ

所
、
ベ
ン
チ
一
ヶ
所
。

赤
嶺

今
後
の
事
業
申
請
予
定

は
。

商
工
観
光
課
長

七
ヶ
所
を
申
請
。

赤
嶺

久
米
島
高
校
前
の
バ
ス
停

の
上
屋
は
。

商
工
観
光
課
長

本
年
度
よ
り
着

手
予
定
。

問
防
災
認
証
登
録
者
は

答

二
名
が
登
録

赤
嶺

久
米
島
町
の
防
災
認
証
登

録
者
育
成
は
。

総
務
課
長

県
内
で
の
養
成
講
座

が
少
な
く
取
組
み
は
し
て
い
な
い
。

赤
嶺

久
米
島
町
の
有
資
格
者
は
。

町
長

二
名
の
防
災
士
が
登
録
。

問
じ
ん
ぶ
ん
館
寮
生
の

要
望
は

答

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な

っ
て
改
善
を
図
る

赤
嶺

じ
ん
ぶ
ん
館
の
寮
生
の
居

住
環
境
の
改
善
は
。

じ
ん
ぶ
ん
館
館
長

寮
生
か
ら
の

要
望
意
見
を
ふ
ま
え
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
一
丸
と
な
っ
て
改
善
を
図
る
。

14

久米島高校前上屋の無いバス停

寮生の居住環境の改善が望まれるじんぶん館

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
小
中
学
校
の
洋
式

ト
イ
レ
の
設
置
率
は
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喜久里　猛 議員

問

答

学生寮の増設を

増設には時間がかかる

喜
久
里

学
生
寮
の
増
設
は
。

町
長

じ
ん
ぶ
ん
館
は
一
括
交
付

金
の
特
別
枠
で
建
設
し
て
い
る
の

で
、
増
設
費
用
も
財
源
と
し
て
再

度
、
一
括
交
付
金
特
別
枠
を
検
討

し
た
が
、
再
度
の
活
用
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

喜
久
里

親
子
支
援
制
度
と
は
。

じ
ん
ぶ
ん
館
館
長

里
親
制
度
と

同
等
の
２
万
円
の
補
助
を
親
子
移

住
に
関
し
て
も
、
制
度
を
創
設
し

て
支
援
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

喜
久
里

以
前
、
教
員
住
宅
を
考

え
て
い
た
こ
と
検
討
し
た
か
。

町
長

こ
の
件
に
関
し
て
は
模
索

し
た
が
、
実
際
事
務
レ
ベ
ル
調
整

は
行
っ
て
い
な
い
。

喜
久
里

町
単
独
で
も
寮
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。

町
長

寮
の
現
状
は
、
色
々
な
問

題
を
抱
え
て
、
担
当
も
非
常
に
苦

労
し
て
い
る
。
今
の
人
員
体
制
で

は
非
常
に
不
可
能
で
、
受
け
入
れ

る
に
は
職
員
を
４
、５
人
増
や
す
と

か
、
受
け
入
れ
る
か
ら
に
は
責
任

問
題
も
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
。

問
育
苗
施
設
の
新
設
を

答

新
た
な
施
設
の
建
設

計
画
は
な
い

喜
久
里

未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
久

米
島
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

以
上
受
け
入
れ
が
出
来
な
い
。」と

聞
い
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て

は
、
後
継
者
が
育
た
な
い
の
で
、

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
機
械
化
す

る
こ
と
。
サ
ザ
ン
プ
ラ
ン
ト
施
設

は
第
三
セ
ク
タ
ー
か
。

産
業
振
興
課
長

サ
ザ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
J
A
が

主
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
町
も
株

主
と
し
て
、
出
資
し
運
営
さ
れ
て

い
る
。
こ
ち
ら
で
未
来
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
久
米
島
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

つ
く
る
余
裕
は
あ
る
と
の
こ
と
。

新
た
な
施
設
計
画
は
な
い
。

喜
久
里

育
苗
施
設
を
提
案
し
た

の
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
だ
け
で
は
な

く
、
久
米
島
で
育
苗
を
要
す
る
も

の
、
例
え
ば
町
が
率
先
し
て
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
し
て
い
る
が
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
継
続
す
る
に
も

こ
の
施
設
が
必
要
だ
と
思
う
。

学生寮の増設を町単独で行って欲しい
（写真は現在、空きの無いじんぶん館）
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仲村　昌慧 議員

仲
村

現
在
の
状
況
で
は
給
食
費

を
完
全
無
償
化
す
る
の
は
、
大
変

厳
し
い
と
思
う
。
保
護
者
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
、
①
中
学
３
年

間
を
無
償
化
し
た
場
合
、
②
第
３

子
か
ら
無
償
化
し
た
場
合
を
試
算

し
、
ど
ち
ら
か
を
無
償
化
で
き
な

い
か
。

町
長

中
学
校
生
徒
の
３
年
間
を

無
償
化
し
た
場
合
、
１
年
あ
た
り

約
七
百
二
十
三
万
円
の
財
源
が
必

要
と
な
る
。
第
３
子
か
ら
無
償
化

し
た
場
合
、
該
当
す
る
児
童
生
徒

は
66
名
で
、
二
百
六
十
一
万
三
千
六

百
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
多
額
の
費
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
財
源
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
学
校
給
食
シ
ス
テ
ム

の
在
り
方
及
び
財
源
状
況
も
勘
案

し
判
断
し
た
い
。

仲
村

子
ど
も
が
多
く
生
活
が
非

常
に
苦
し
い
。
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
ど

う
に
か
二
百
六
十
一
万
円
の
財
源

を
確
保
し
て
、
第
３
子
か
ら
無
償

化
で
き
な
い
か
。

町
長

将
来
は
そ
の
よ
う
な
無
償

化
に
向
け
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ
が
早
い

時
期
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
内
部

で
検
討
す
る
。

仲
村

町
長
の
決
断
で
、
で
き
る

か
で
き
な
い
か
の
結
論
を
出
し
て

ほ
し
い
が
。

町
長

こ
の
機
に
再
度
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
一
緒
に
な
っ
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

問
顕
彰
事
業
を
ど
う

進
め
る
か

答

方
向
性
を
決
め
て

取
り
組
む

仲
村
「
大
田
昌
秀
先
生
の
顕
彰

事
業
の
期
成
会
準
備
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
の
方

向
性
に
つ
い
て
関
係
者
の
合
意
形

成
時
間
が
か
か
り
未
だ
設
置
に
至

っ
て
い
な
い
。
６
月
22
日
の
実
行

委
員
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

し
て
合
意
形
成
を
図
り
た
い
。」と

答
弁
し
て
い
る
が
、
合
意
形
成
は

図
れ
た
か
。
今
後
、
町
と
し
て
顕

彰
事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
時

間
が
な
く
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
関

係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
合
意
形

成
に
努
め
る
。

仲
村

銅
像
建
立
に
つ
い
て
は
、

町
が
音
頭
を
と
っ
て
、
準
備
委
員

会
、
期
成
会
を
立
ち
上
げ
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
は
、
そ
の
考
え
で
検
討
し
な
い

と
い
け
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
方
向
性
を
決
め
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問

答

第３子から無償化を

前向きに検討する

16

第３子から給食費無償化

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
離
島
振
興
策
に
つ
い
て

問
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問
囲
碁
教
室
に
つ
い
て

問
シ
ョ
ウ
キ
ズ
イ
セ
ン
に
つ
い
て

問
合
併
に
つ
い
て
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次回定例会は
12月1８日（水）・１９日（木）開会予定

　議会の活動や町制の動きを知るチャンスです。本会議では、町民生
活に関わるさまざまな決まりごとや問題について、審議が行われます。
　また、一般質問では、町長の考えを聞くことができます。
　今、まちづくりがどのように行われているか、町民、議会、役場（執行
部）みんなで情報を共有し、協力してより良いまちづくりを進めていくた
めにも、ぜひ傍聴にお越しください。

■令和元年８月 ■■■■■■■
１日・�大綱曳き実行委員会に議長

出席
� ２日・�佐賀市・久米島町中学生交流歓迎

式に議長出席
・�後期高齢者医療広域連合定例会に
議員出席

� ４日・�与那原大綱曳まつりに議長ほか出席
� ６日・�沖縄県介護広域連合研修会に議員

出席
� ７日・�町村議会正副議長・正副委員長研

修会に議長ほか出席
１１日・西銘エイサーに議員出席
１６日●広報委員会
１７日・久米島まつりに議長ほか出席
２０日・�沖縄県介護広域連合定例会に議員

出席
・防衛省へ要請に議長対応

２２日・故翁長雄志氏を偲ぶ会に議長出席
２３日・�後期高齢者医療広域連合定例会に

議員出席
・高良鉄美氏表敬に副議長対応

２６日●議員全員協議会
３１日・JA組合員感謝の集いに議長出席

■令和元年９月 ■■■■■■■
� ２日●議会運営委員会
� ３日・RAC金城社長表敬に議長対応

・字仲地角力大会に議長ほか出席
� ８日・清水小学校運動会議長ほか出席
� ９日●９月定例会
１０日●９月定例会
１１日●９月定例会●決算審査特別委員会
１２日●決算審査特別委員会
１３日・町敬老会に議長ほか出席
１４日・兼城獅子舞に議長ほか出席

１５日・�仲里小・比屋定小・久米島小・大
岳小運動会に議長ほか出席

２２日・美崎小運動会に議長ほか出席
２８日・久米島高校祭に議長ほか出席
２７日�●議会運営員会　●９月定例会閉会

●ボランティア活動
・�久米島ハワイアンフェスティバル
に議長ほか出席

■令和元年１０月 ■■■■■■■
� １日・�第１７回町肉用牛共進会に議長ほ

か出席
� ３日・�読谷村議会議員行政視察に議長対応
� ８日●議員全員協議会
� ９日・�南部地区市町村議会議長会定例会

に議長出席
１０日・�沖縄県町村議会議長会定例会に議

長出席
１１日・�沖縄県町村議会議員・事務局職員

研修及び交流会に議長ほか出席
１３日・�久米島分屯基地開庁４７周年記念

式典に議長出席
１８日・久米島商工会要請に議長対応
１９日・�久米島古典民謡大会に議長ほか出席
２２日・�第３回久米島８５００人の夢まつ

りに議員出席
２３日・�子ども議会オリエンテーションに

議長ほか出席
２６日・�久米島マラソン大会懇親会に議長

出席
２７日・�久米島マラソンに議長ほか出席

・�久米島マラソン大会ふれあい交流
会に議長ほか出席

２８日・�南部離島町村議長臨時会及び県議
（選出議員）との行政懇談会に議長
出席

２９日・県畜産共進会出発式に副議長対応
３１日●広報委員会

議会
　　　の
うごき
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①自営業 ②67
③謝名堂548-24 ④現3
⑤沖縄水産高校漁業専攻科

喜久村　　　等
①農業 ②65
③宇根5 ④現3
⑤久米島高校中退

赤　嶺　秀　德
①無職 ②66
③儀間26 ④現2
⑤久米島高校

宇江原　総　清
①農業 ②73
③宇根689-1 ④元3
⑤久米島高校

幸　地　　　猛
①農業 ②71
③比嘉97ｰ11 ④現3
⑤久米島高校

東　江　浩　明
①会社員 ②58
③仲泊1073 ④新
⑤南風原高校

翁　長　　　学
①農業 ②58
③宇江城759 ④現4
⑤久米島高校

玉　城　安　雄
①無職 ②60
③比嘉247 ④現3
⑤沖縄国際大学

吉　永　　　浩
①会社員 ②39
③山城104-1 ④現2
⑤沖縄県立看護大学

盛　本　　　實
①無職 ②66
③西銘866 ④現2
⑤崇城大学

富　永　　　肇
①自営業 ②49
③比嘉160-41 ④新
⑤日本経済大学

真栄平　建　正
①会社員 ②60
③宇根1744-5 ④新
⑤崇城大学

喜久里　　　猛
①農業 ②72
③兼城170-3 ④現6
⑤京都府立桃山高校

新　垣　幸　子
①無職 ②54
③儀間752 ④新
⑤琉球大学短期大学部

①職業　　②年齢　　③住所
④当選回数（合併前）　⑤最終学歴
（上段右から得票順）
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